
平成３０年度
今年度の入学生は３７名。４月６日に行われた入学式では，保

４月号 護者や２・３年生，来賓の方々の温かい拍手の中，緊張したりは
にかんだりした様子で入場した入学生でしたが，式では終始とて

H30. 4. 19発行 も落ち着いた態度で臨んでいました。
新入生代表あいさつでは，代表生徒が丁寧な堂々とした態度で，

３年間の充実した学校生活を誓いました。また，式の最後の校歌
斉唱では，校歌の歌詞の掲示板を見ながら，２・３年生の校歌斉

好スタート うれしいこと３つ 唱を真剣に聞いている姿が印象的でした。早く覚えて，全校生徒
校長 前田 浩二 で力強く歌いたいですね。

新任校長として立神中に来て，２年目になりました。昨年度
は，保護者，地域の方々に大変助けていただき，ありがとうご
ざいました。今年度も生徒たちのために，職員共々より一層努
力していきたいと思いますので，どうぞよろしくお願いします。
新年度が始まり，うれしいことが３つありましたので，御紹

介します。
１つ目は，生徒が学校外でも大きな声であいさつをするよう

になったことです。昨年度，毎朝，南海自動車学校近くの点滅
信号の交差点に立っていて感じたのが，学校内では良いあいさ
つができるのに，学校外ではあいさつに元気がないということ
でした。しかし，この４月は，みんなしっかりあいさつができ

〈１年生，おいしい給食，毎日完食！〉

るようになっています。職場や地域でも，大きな声で元気にあ
いさつのできる人は好かれます。今後も継続していってほしい
と思います。
２つ目は，ＰＴＡに多くの方が参加してくださったことです。

ＰＴＡ全体会は，私の担当なのですが，昨年４月の際は，会場
である視聴覚室にかなり余裕がある状態だったので，今年は， 新しく４名の先生方を迎え，平成３０年度がスタートしま
席や資料を昨年より少し多い程度にしか用意していませんでし した。“チーム立神中”として，全職員が本校の教育活動の
た。ところが，予想を大きく上回る参加者に席や資料が足らず， 一層の充実を目指して，精一杯取り組んでまいりますので，
御迷惑をおかけしてしまいました。しかし，参加者の増加はと どうぞよろしくお願いいたします。
ても有り難く，励みになりました。次回はしっかり準備しよう
と思います。 職 名 氏 名 前任地等
３つ目は，野球部の活躍です。３月に南薩地区大会で優勝し，

南薩地区代表として，４月２１日（土）に鹿児島市で行われる
第４８回県下中学校春季選抜野球大会に出場します。さらに，
４月に行われた全日本少年軟式野球の枕崎市予選大会で優勝
し，市代表として５月１９日（土）に薩摩川内市で行われる鹿
児島県予選大会に出場します。県大会に２回続けて出場できる
ということは大変すばらしいことです。精一杯頑張ってきてほ
しいと思います。野球部以外の部も上り調子と聞いています。
今後に期待しています。

昨年度末にもお知らせしましたが，この調査は，全国的な中
学生の学力や学習への取組の様子を調べて分析し，課題を明ら
かにして，今後，日本と子どもたちの将来のために，どのよう
に教育を行っていけばいいかを考えるために行われます。
学校では，結果分析をもとに授業改善をしたり，生徒が一人

一人に返される結果から自分ができたところとできなかったと
ころを確認し，学習に役立てられるように指導，支援していき
ます。また，家庭学習の方法や授業の受け方についても振り返
る機会にしていきますので，ご家庭での見届けや言葉かけもよ
ろしくお願いします。

【４月・５月の主な教育活動】
【４月】

☆いじめ問題を考える週間（１６日～２０日）☆
１７日(火) 全国学力・学習状況調査（３年）
１８日(水) 検尿
１９日(木) 家庭訪問(下野原，牧園)，全校読書，食育の日
２０日(金) いじめ問題を考える授業(４校時)
２３日(月) 家庭訪問(大塚・春日)
２５日(水) 学級専門部会，部活動入部締切，夏服採寸

青パトの日
２６日(木) 眼科検診
２７日(金) 学校専門部会，心臓検診

【５月】
１日(火) 交通安全教室
２日(水) スケッチ大会，ＰＴＡ総会
７日(月) 実力テスト(３年) ～８日
９日(水) 立中タイム(除草)

１０日(木) 不審者対応訓練，読み聞かせ
１１日(金) イモ植え体験(１年)

〈夏の開花へ，すくすく〉

１２日(土) 生徒総会
１４日(月) 食の学習(１年) 修学旅行(２年：～16日)

カツオ節工場体験(３年)
１５日(火) 集団宿泊学習(１年：～16日)，職場体験学習(３年：～17日)
１７日(木) 休養措置(１・２年)
１８日(金) 鹿児島情報高校訪問(３年)
２１日(月) 朝の声かけ(３－１)，きずなの日
２２日(火) 学級専門部会
２３日(水) 立中タイム，鹿児島水産高校体験(１年)
２４日(木) 地区中体連陸上競技大会
２５日(金) 学校専門部会，朝の声かけ(３－１)
２７日(日) ＰＴＡ愛校作業
２９日(火) 学級弁論大会
３０日(水) 立中タイム，歯科検診

烈な雨が襲ってきた。一時もしないうちに次々に崖が崩れ，
道路に濁流が押し寄せてきた。しかし，国道１０号線のこ
の区間は右は切り立った山，左は海で，抜け道は一切なく，
大渋滞で前後を挟まれた私たちの車は逃げようがなかった。
車を捨てて逃げようとドアを開けた途端に泥水が車内に飛
び込んできた。私たちは腰まで泥水に浸かりながら山手の
三船病院へ避難した。振り返ると，屋根まで浸水した愛車
が見えた。
私は避難してきた他の男性たちと一緒に，線路を横切っ

て道なき道を上ってくる避難者たち，特に子どもやお年寄
りを土手の上に引き上げる作業を行ったが，そこを崖から
滑り落ちてきた流木群が直撃した。「危ないぞー」と叫んで
くれた人のおかげで，すんでのところで避けることができ
た。
病院では電気も電話も断線し，真っ暗だったが，みんな

で励まし合った。みんな全身ずぶ濡れだったが，病院が毛
布を貸してくださり，温もることができた。また，漁船が
救助に来てくれたことも，船までの誘導を自主的に行って
くれた人たちのことも忘れることができない。
８・６水害の写真集に小さく写った我が車の残骸を見な

がら，あの時，多くの人の助けがあり，無事だったんだと
つくづく思う。同時に，追い詰められた状況の中でも人は
助け合うことができるんだと確信することができた。

＜８.６水害を経験して＞

校長 前田浩二
人は追い詰められた状況の中でも，助け合うことができる

ものである。
今から２５年前の８月６日，私たち夫婦は，国道１０号線

を姶良から鹿児島市方面へ車を走らせていた。一週間の新婚
旅行を終え，鹿児島空港から紫原のアパートへ帰宅する途中
だった。
竜ヶ水を過ぎたあたりから渋滞のため車が全く進まなくな

った。すると，それと呼応するかのように雨足が急に激しく
なり，止まっている車へ今まで経験したこともないような強

立神の如く

新任式 ・ 始業式 ― ４月６日 ―

入学おめでとうございます

全国学力・学習状況調査 ―４月１７日―


